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１ 建物概要１ 建物概要１．建物概要１．建物概要

・名・名 称称 ：イトーヨーカドー上大岡店：イトーヨーカドー上大岡店

所所 在在 地 横浜市港南区上大岡西地 横浜市港南区上大岡西33 99 11・所・所 在在 地：横浜市港南区上大岡西地：横浜市港南区上大岡西33--99--11

・用・用 途途 ：物販店：物販店

・延床面積：・延床面積：19,52819,528mm22

・階・階 数数 ：地上：地上22階、地下階、地下11階階

・構・構 造造 ：：RCRC造造((一部一部SRCSRC造造))

・竣・竣 工：工：19721972年年

・既設熱源：ｶﾞｽ吸収冷温水器・既設熱源：ｶﾞｽ吸収冷温水器

(450(450RT 500RT)RT 500RT)

竣竣 年年

(450(450RT,500RT)RT,500RT)

19901990年更新後、ﾘﾆｭｰｱﾙ年更新後、ﾘﾆｭｰｱﾙ
時期を向えていた時期を向えていた時期を向えていた。時期を向えていた。
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２．プロジェクト概要２．プロジェクト概要
店舗設備の省店舗設備の省COCO 化化およびおよび 店舗からの情報発信店舗からの情報発信により地域のにより地域の省省COCO 活動を呼び活動を呼び店舗設備の省店舗設備の省COCO22化化および、および、店舗からの情報発信店舗からの情報発信により地域のにより地域の省省COCO22活動を呼び活動を呼び

かけかけ。具体的な手法は。具体的な手法は３つの柱３つの柱で構成。で構成。

①①省省COCO22設備導入設備導入・・・水和物ｽﾗﾘ高効率蓄熱空調ｼｽﾃﾑ、太陽光発電設備等・・・水和物ｽﾗﾘ高効率蓄熱空調ｼｽﾃﾑ、太陽光発電設備等①① 22

②②みせエコみせエコ・・・お買い物による省・・・お買い物による省COCO22活動の啓蒙活動の啓蒙

③③うちエコうちエコ・・・ご家庭での省・・・ご家庭での省COCO22活動の啓蒙活動の啓蒙

横浜市との取り組み横浜市との取り組み 横浜市ＣＯ横浜市ＣＯ ＤＯ３０ﾛ ﾄﾞﾏｯﾌﾟにて先進的な取り組みとしてＤＯ３０ﾛ ﾄﾞﾏｯﾌﾟにて先進的な取り組みとして横浜市との取り組み横浜市との取り組み・・・横浜市ＣＯ・・・横浜市ＣＯ--ＤＯ３０ﾛｰﾄ ﾏｯﾌ にて先進的な取り組みとしてＤＯ３０ﾛｰﾄ ﾏｯﾌ にて先進的な取り組みとして

（環境ﾓﾃﾞﾙ都市）（環境ﾓﾃﾞﾙ都市） 積極的な支援積極的な支援を受け、を受け、横浜市協力横浜市協力のもと環境家計簿のもと環境家計簿WebWeb
ｻｲﾄ上ｻｲﾄ上ににみせエコ、うちエコ支援機能を立ち上げた。みせエコ、うちエコ支援機能を立ち上げた。
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（１）導入設備のハードイメージ（１）導入設備のハードイメージ（１）導入設備の ドイメ ジ（１）導入設備の ドイメ ジ

太陽光発電設備
25kw 遮熱塗料

1500m2

遮熱ﾌｨﾙﾑ
282m2

ﾊｲﾌﾞﾘ ﾄﾞﾊｲﾌ ﾘｯﾄ
LED外灯2本

液晶ﾓﾆﾀを2台
設置し 省CO

水和物ｽﾗﾘ高効率
設置し、省CO2

活動を呼びかけ

水和物 ﾗﾘ高効率
蓄熱空調ｼｽﾃﾑ

W bサイトから情報を吸い上げ

44
Webサイトから情報を吸い上げ

（２）新エネ、省エネ設備の導入（２）新エネ、省エネ設備の導入

水和物ｽﾗﾘ蓄熱空調ｼｽﾃﾑの特徴

・蓄熱量は水の約２倍。
→水の蓄熱に比べ省スペース化が可能

超低騒音
冷却塔太陽光発電量の太陽光発電量の

冷却時（約 7℃） 放冷後（約 12℃）（例
）

水の蓄熱に比 省ス ス化が可能
・5～8℃で潜熱が貯められる。

→氷の蓄熱に比べ省エネルギー化が可能

冷却時（7℃） 水和物スラリ製造装置の例 放冷後（11℃）
冷却塔太陽光発電量の太陽光発電量の

見える化見える化

）

空 調 機

概略系統図

温水ポンプボイラ

空 調 機

温水

屋上塔屋上利用屋上塔屋上利用

冷水ポンプ

水和物スラリ製造装置

高効率スクリュー冷凍機
冷水

水和物ｽﾗﾘ

水和物スラリ蓄熱槽

水和物スラリ製造装置水和物ｽﾗﾘ

55
水和物ｽﾗﾘ蓄熱空調設備水和物ｽﾗﾘ蓄熱空調設備太陽光発電設備太陽光発電設備



（３）インターネットを活用したみせエコ、うちエコへの啓蒙（３）インターネットを活用したみせエコ、うちエコへの啓蒙
①環境家計簿①環境家計簿 サイト「 チ レサイト「 チ レ を活用を活用①環境家計簿①環境家計簿WebWebサイト「エコチャレ」サイト「エコチャレ」を活用を活用

②②WebWeb上で上で省省COCO22情報を提供、省情報を提供、省COCO22活動を呼びかけ活動を呼びかけ

➂ご家庭における➂ご家庭におけるCOCO 削減量デ タを削減量デ タを収集 集計 店舗液晶モニタに表示収集 集計 店舗液晶モニタに表示➂ご家庭における➂ご家庭におけるCOCO22削減量データを削減量データを収集、集計、店舗液晶モニタに表示収集、集計、店舗液晶モニタに表示

誘導バナー

横浜市ロゴマーク
使用

66
Webｻｲﾄﾄｯﾌﾟ画面

使用
CO2削減量データ
の入力画面へ

（４）店舗モニタによるみせエコ、うちエコへの啓蒙（４）店舗モニタによるみせエコ、うちエコへの啓蒙
店舗入口の液晶モニタ店舗入口の液晶モニタにてにて55画面を随時表示＝画面を随時表示＝見える化見える化を行い、地域へのを行い、地域への
省省COCO22活動の普及・啓発活動を呼びかけ活動の普及・啓発活動を呼びかけ。。

①ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要説明①ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要説明 ③省③省COCO22活動への参加呼びかけ活動への参加呼びかけ②太陽光発電設備発電量②太陽光発電設備発電量

④省④省 備導備導 ⑤みせ うち による⑤みせ うち による④省④省COCO22設備導入による設備導入による
COCO22削減量削減量

⑤みせエコ、うちエコによる⑤みせエコ、うちエコによる
COCO22削減量削減量((WebWebからのﾃﾞｰﾀを表示からのﾃﾞｰﾀを表示))

店舗内液晶モニタ表示画面(5画面切替)
店舗内液晶モニタ

(店舗入 所設置)

77

店舗内液晶モニタ表示画面(5画面切替) (店舗入口2ヶ所設置)



３．３．COCO22削減実績削減実績（熱源機更新、太陽光発電導入による）（熱源機更新、太陽光発電導入による）
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国土交通省 平成20年度第２回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

既存大規模再開発中央監視一元化と既存大規模再開発中央監視一元化と
汎用品化による高効率化プロジ クト汎用品化による高効率化プロジ クト汎用品化による高効率化プロジェクト汎用品化による高効率化プロジェクト

（アミング潮江）（アミング潮江）（アミング潮江）（アミング潮江）

アミング開発株式会社アミング開発株式会社アミング開発株式会社アミング開発株式会社

尼崎ホテル開発株式会社尼崎ホテル開発株式会社

アミング潮江プラスト管理組合アミング潮江プラスト管理組合

アミング潮江ウエスト１番館管理組合アミング潮江ウエスト１番館管理組合

施工施工 株式会社アレフネット株式会社アレフネット施工施工 株式会社アレフネット株式会社アレフネット

アミング潮江地区アミング潮江地区

アミング潮江地区

尼崎市潮江１丁目（1999年11月竣工）尼崎市潮江１丁目（1999年11月竣工）

アミング潮江ウエスト１番館：約22,000㎡

（複合商業施設・銀行・物販店・集合住宅95戸）

アミング潮江プラスト：約49,500㎡

22

アミング潮江プラ ト 約49,500

（複合商業施設・ホテル・物販店・集合住宅158戸）



実施体制実施体制

アミング潮江

アミング潮江プラスト（施設棟）
アミング開発株式会社

総合管理業務

アミング潮江ウエスト1番館
アミング潮江ウエスト1番館管理組合

総合管理業務
【区分所有者】

ア グ潮江ウ 番館管 組合
【施設・住宅】

アミング潮江プラスト
アミング潮江プラスト管理組合

アミング潮江プラスト（ホテル棟）
尼崎ホテル開発株式会社

アミング潮江プラスト管理組合
【全体共用部分】

ホテルの経営
【区分所有者】

アミング潮江の、
「アミング開発株式会社」 「尼崎ホテル開発株式会社」 「アミング潮江プラスト管理組合」「アミング開発株式会社」 「尼崎ホテル開発株式会社」 「アミング潮江プラスト管理組合」
「アミング潮江ウエスト１番館管理組合」は、区分所有法の規定に基づき、管理規約に
定められた「区分所有者」及び「区分所有者」全員で構成される「管理組合」であり、
それぞれの専有部分又は、共用部分を管理している。

33

それぞれの専有部分又は、共用部分を管理している。

プロジェクト全体の概要プロジェクト全体の概要

■ 更新前、施設を管理する中央監視システムは、各建物ごとに導入されシステムが

統一されていないためデータの共有ができない。

■ エネルギーデータ収集・分析機能に弱く、エネルギーマネージメントシステムの

構築・活用ができない。

省エネルギーが実現できる
中央監視システムの導入

■ 汎用品による中央監視システムの一元化構築による効率化

■ ＢＥＭＳによるデータ収集・分析機能の強化による 省エネルギーサイクル構築■ ＢＥＭＳによるデ タ収集 分析機能の強化による、省エネルギ サイクル構築

■ 高度負荷予測システム導入によるエネルギーのミニマム化

■ 遠隔監視システムによる省エネルギー効果検証

総合的な省総合的な省COCO22マネージメントシステムを構築するマネージメントシステムを構築する

■ 遠隔監視システムによる省エネルギ 効果検証

44



中央監視システムの一元化構築中央監視システムの一元化構築

■中央監視設備の導入概要

■汎用品で■汎用品で
システム構築

■一元管理による■ 元管理による
データの共有化

■ 適制御および負荷適制御お び負荷
予測システム

■遠隔監視による
サポート

55

完成後の中央監視設備完成後の中央監視設備

汎用ＰＣによる

システム構築で、

廉価・高性能

汎用 等による制御計測回路汎用ＰＬＣ等による制御計測回路

構築で、廉価・スリム化

66



負荷予測システム（導入前）負荷予測システム（導入前）

低負荷なのに
不必要な運転

満蓄が早いの

問題点1

問題点2

不必要な運転
をしている
→夜間熱源過
多

満蓄が早いので
放熱時間が長い

蓄熱可能容量
100に対して、昼
間負荷は75程度

問題点3

間負荷は75程度
であるが
常に100蓄熱
→夜間熱源過多

蓄熱槽・放熱器と
も水蓄熱のみで
運用可能な性能
がある

77

提案した先導的省ＣＯ提案した先導的省ＣＯ２２技術の特徴（１）技術の特徴（１）
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提案した先導的省ＣＯ提案した先導的省ＣＯ２２技術の特徴（２）技術の特徴（２）
■負荷予測システムの、 適処理アルゴリズムシステム

21:3021:30に気象予測値を取込み、負荷予測処理演算を行い、に気象予測値を取込み、負荷予測処理演算を行い、
適化演算を実施適化演算を実施

熱源入口温度設定値熱源入口温度設定値θsetθsetと蓄熱運転時間と蓄熱運転時間

ToptToptの 適値を決定する。の 適値を決定する。 適化演算を実施適化演算を実施pp

エネルギー消費設備の運転 中央監視による運転・警報管理と 日常運転・警報対応

＜Do＞＜plan＞
エネルギ 消費設備の運転
同時に、エネルギー分析実施

中央監視による運転 警報管理と
同時に、熱源システムの省エネ立案

日常運転 警報対応
高度負荷予測システム導入

＜Action＞ ＜Check＞常に、PDCAの

99
遠隔監視による効果検証

＜Action＞
運用・プログラム等改善

常に、PDCAの

サイクルをまわす

「見える化」と環境への取組み「見える化」と環境への取組み

下記ＨＰにて、「見える化」と環境への取組みを紹介しています。

ＣＯ２排出量についても、数値とグラフで表示しています。ＣＯ２排出量についても、数値とグラフで表示しています。

http://www.aming-web.jp/eco.html

再開発ビルの管理・運営についても省エネルギー・省ＣＯ２の推進は一つの課題だと捉えます。

設備や機器の修繕等の機能更新に際し、費用対効果を勘案しながらこれらの設備等を

1010

機 機 更 、費 果

省エネルギー型に取り替えるなど環境負荷軽減に取り組みます。



ご清聴 ありがとうございましたご清聴、ありがとうございました。
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2011年1月21日
第６回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成2１年度第１回

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成2１年度第１回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

医療法人寿楽会医療法人寿楽会 大野記念病院大野記念病院
における省における省COCO 改修改修ESCOESCO事業事業における省における省COCO22改修改修ESCOESCO事業事業
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1大野記念病院の概要大野記念病院の概要

大野記念病院の概要 既設建物の概要

一般病棟２５０床、透析１０５床、平均外来者数約５００名
／日の地域中核病院。軽度異常から透析まで一貫した腎
臓病治療を実施しており、透析病院として知名度が高い。

竣工年月：平成元年８月 （築２２年）

建物規模：鉄筋コンクリート造 地下２Ｆ、地上１１Ｆ

敷地面積： ２，２６０㎡

所在地： 大阪市西区南堀江１丁目２６－１０

病床数： ２５０床（一般）、１０５床（透析）

平均外来者数： ５００名／日

延床面積： １７，０９６㎡

発電機（ガス） ２２５KVA ２台平均外来者数： ５００名／日

診療科： 内科、外科、整形外科、泌尿器科、脳神経外

科、腎臓病センター、消化器病センター、救急センター、リ
ハビリテーション科、麻酔科、放射線科

発電機（ガス） ２２５KVA×２台

排ガス蒸気ボイラー（貫流型） 蒸気発生量１２５Kg/h×２缶

ガス焚き蒸気ボイラー（貫流型） 蒸気発生量５００Kg/h×２缶

アキュムレーター ３０㎥×１缶×第一種圧力容器

給湯用×１ 暖房用×１
CGS

熱交換器
給湯用×１、暖房用×１、
ボイラー給水用×１、放熱用×１基

温水焚吸収式冷凍機 ８０USRT×１基

ガス焚吸収式冷凍機 ３６０USRT×１基

タンク類 HWT×１基、ヘッダー×１基

設備

類 、

水冷チラー ５０RT×１基

冷却塔 ８０RT×１基、５０RT×１基

空調機（AHU） １４台

ファンコイルユニット（FCU) ２９３台
空

パッケージ・クーラー １３台

ポンプ類 １１台

ファン類 ２７台

空調換気扇 ３３台

空調
設備

天井扇・換気扇 １３８台



2病院における省エネ・省ＣＯ病院における省エネ・省ＣＯ２２化の現状化の現状

進まない病院の省エネ・省ＣＯ２化
今後次々に改修時期を迎える

病院のエネルギー原単位は全業種中

進まない病院の省エネ・省ＣＯ２化
病院施設

１９８５年の医療法改正（病床数規種
大（省エネルギーセンター調べ）

となっており、積極的な省エネ・省
ＣＯ２化が望まれますが 経営難に

法改 数規
制）の影響で築２５年～３０年の建
物が多く、設備老朽化がエネルギー
消費を更に増大させています。ＣＯ２化が望まれますが、経営難に

苦しむ病院も多く、設備のリニュー
アル・近代化が進んでいないのが現
状です

消費を更に増大させています。

また、耐震補強問題や平成２５年の次
期医療法改正（療養型病床の削減）に

状です。
より、今後改修・建替のニーズが高ま
ることが予想されますが、多額の資金
を要する改修・建替事業が経営上困を要する改修 建替事業が経営上困
難な病院も多く存在します。

3ＥＳＣＯ事業を活用した省ＣＯＥＳＣＯ事業を活用した省ＣＯ２２化と経営改善の両立化と経営改善の両立

大野記念病院ではＥＳＣＯ事業実施によりＣＯ２排出量を５０％削減するとと
もに 光熱水費 メンテナンス費用も大幅削減 病院 再生フ ンド ＥＳＣもに、光熱水費・メンテナンス費用も大幅削減、病院・再生ファンド・ＥＳＣ
Ｏ事業者が三位一体となって省ＣＯ２と経営改善の両立を実現するモデル事業
として、同様の問題を抱える他の多くの病院への波及が期待されます。

先進的スキームで病院経営の改善と
省ＣＯ２化の両立を実現多くの病院が抱える問題 省ＣＯ２化の両立を実現

医療のプロとして

病 院○医療機関を取り巻く厳しい経
営環境の中、思い切った省エ

多くの病院が抱える問題

医療のプロとして

地域に不可欠な医療
サービスを提供

ネ化工事が行えない。

○光熱水費が経営上大きな負担
となっている

ＥＳＣＯ事業者 病院再生ファンド

となっている。

○設備が老朽化し改修時期を迎
えているが、十分な資金がな
く場当たり的な補修とな 省エネのプロとして

ＣＯ２排出量・光熱費
の削減に貢献

経営・資金調達の
プロとして病院の
経営をサポート

く場当たり的な補修となって
いる。



4ＥＳＣＯ事業に伴う修繕計画見直しＥＳＣＯ事業に伴う修繕計画見直し

現状の修繕計画

毎年徐々に修繕を行う計画のため
本ＥＳＣＯ事業計画では

毎年徐々に修繕を行う計画のため、

・工事効率が悪くコストＵＰ

・建物全体の省エネを考えた改修が困難

度重なる修繕工事による病院運営への支障

老朽化したＣＧＳを中心とした主要設備改修を
ＥＳＣＯ事業として一括実施

年度 主な修繕項目

中央監視・自動制御更新

・度重なる修繕工事による病院運営への支障

2009年

空調・給湯熱源機器を高効率機器へ
全面更新
同時に関連機器の更新工事も実施

照明器具の省エネ化省Ｅ2009年 膨張水槽・ポンプ類更新

熱交換器類更新

蓄電池更新

ESCO
事業

照明器具の省エネ化

中央監視・自動制御装置の更新

デシカント空調・ファンＣＯ制御の導入

ガ 替など

省
エ
ネ
に

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事2010年 空調機部分更新

温水焚吸収式冷温水機更新

年

照明器具・空調機部分更新

イ ト部分更新

Ｌｏｗ-Eガラスへの入替など関
連
す
る

事
業
と
し

2011年 ファンコイルユニット部分更新

排ガス蒸気ボイラー更新

照明器具部分更新

フ ン イル ト部分更新 ５０％（１ １８０ｔ/年）

る
設
備
機
器

し
て
ま
と
め

2012年
以降

ファンコイルユニット部分更新

ガス焚蒸気ボイラー更新

ガス焚吸収式冷温水機更新

５０％（１，１８０ｔ/年）
のＣＯ２削減を実現

器
の
更
新
を

め
て
実
施

2022年 ＣＧＳ発電機更新

※ ＣＧＳ発電機は竣工以来更新されておらず
老朽化が進んでおり、早急な改修が望まれる。

を

5
大野記念病院大野記念病院ESCOESCO事業スキーム図事業スキーム図

国交省補助金

医療法人寿楽会

大野記念病院

ＥＳＣＯ契約 １０年（省エネ保証）

空調熱源、給湯、受電設備（増設）に
関する設備所有 保守

関西電力

クレジット費用支払

関電エネルギーソリューション

ESCO事業者 建物賃料

大野記念病院関する設備所有、保守 CO2クレジット譲渡

ESCO事業者

SPC

建物賃料

設備販売契約 ８年
SPC

（トリニティ大阪堀江）その他省エネ設備工事（空調機、
照明、自動制御、

電化厨房、BEMS、low-Eガラス他）

三菱商事

工事請負契約

ヘルスケアマネジ

SPCの経営支援

三菱商事（元請）

施工会社（東熱）

ヘルスケアマネジ
メントパートナーズ

（HMP)

施工会社（東熱）

きんでん 山武 ニチワ電機



6
省エネ・省ＣＯ２省エネ・省ＣＯ２ 導入技術導入技術

稼動後２０年経過のシステムに 新の省ＣＯ２技術を導入し、大幅なＣＯ２排出量削減を図
る

P1F
空冷ヒートポンプ

50ＲＴ 9台

  

 

11F

50ＲＴ×9台

エコキュートシステム20HP x 5台

 

 

 

 
8F 照明設備南側(5-11F)

高輝度誘導灯
9F

10F

(1) 50RT x 9台高効率空冷ヒートポンプ
( ) 電気厨房シ ム

新設機器  
 

 

 

 

省エネ改修
南側(5 11F)
全面Low-E 
ガラス

5F

6F

7F

(2) 電気厨房システム
(3) エコキュート
(4) 排熱駆動型デシカント空調システム

既設

南側(1F-4F)
主要部Low-E
ガラス

 
 

 

 
2F

3F

4F

電化厨房

5F

B1F

B2Ｆ

ガス厨房

コジェネ室 熱源機械室

既設 ガラス  

 
 

B1F

1F

2F

B2F

電化厨房

ＢＥＭＳ

コジェネ 180kW x 2台
排ガスボイラ 125kg/h x 2台
ガス吸収冷凍機 360RT x 1台

 

B2F

駐車場ファン
ＣＯ制御 デシカント空調

厨房空調機
インバータ制御

ＢＥＭＳ

ガス吸収冷凍機 360RT x 1台
温水吸収冷凍機 80RT x 1台
蒸気ボイラ 500kg/h x 1台

ＣＯ制御 デシカント空調

電気供給ライン

新設冷温水配管

7国内クレジット制度の活用国内クレジット制度の活用

今回のスキ ム

国内クレジット制度（国内排出削減量認証制度）にもとづき、自主行動計画に参加している関西電力が
大野記念病院から設備更新の際に削減されたＣＯ２排出量を購入する。

今回のスキーム

大野記念病院大野記念病院
[自主行動計画に参加していない]

ＣＯ２ｸﾚｼﾞｯﾄの譲渡

ＣＯ２ｸﾚｼﾞｯﾄ費用の支払い
排出削減量認証

関西電力

【第 者機 】【第三者機関】
国内クレジット認証委員会

自主行動計画の 今後、ＥＳＣＯ事業を
活用して普及を図る

お客さまの設備更新

により発生したＣＯ２

クレジットを購入

達成に活用 活用して普及を図る



8ＣＯ２排出量削減達成状況ＣＯ２排出量削減達成状況 (H22(H22年度年度))

大野記念病院　CO2削減達成状況　（H２２年度）
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0
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月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

申請時目標削減量 実績削減量 申請時目標削減量（累計） 実績削減量（累計）

６月以降のCO２ 排出量削減の状況は、ほぼ目標とおり削減を達
成できている成できている。

9まとめまとめ

省ＣＯ２と病院の経営改善の両立を実現
省 病院 生 ド 事業者 者が 体 な 経営改善 立を実 す１

大幅な省エネ 省ＣＯ が実現

省ＣＯ２と病院・再生ファンド・ＥＳＣＯ事業者の三者が一体となり経営改善の両立を実現す
るため、経営に悩む他の多くの病院からの注目が集まり、大きな波及効果が期待されます。

１

大幅な省エネ・省ＣＯ２が実現
熱源の全面リニューアルを中心としたＥＳＣＯ事業で、ＣＯ２排出量１，１８０ｔ/年削減を
実現します。

２
実現します。

国内クレジット制度の採用
国内ク ジ ト制度に基づく 排出権売却を行 病院経営 改善に役立 ます３

病院運営の安定性を向上

国内クレジット制度に基づくＣＯ２排出権売却を行い、病院経営の改善に役立てます。３

病院運営の安定性を向上
老朽化が進んだ熱源設備の全面リニューアルにより、突然の設備故障によるトラブルを未然
に防ぎ、安定した病院運営を実現します。

４

一括改修による工事費用削減・医務への影響軽減
必 な改修を 括改修するた 事費 削減が 能 な 療業務 響も 限 抑５ 必要な改修を一括改修するため工事費の削減が可能となり、医療業務への影響も 小限に抑
えることができます。また、設備が一新されるのでメンテナンス費用の削減も期待できます。

５



10

手持ち資料手持ち資料

11省エネ・省ＣＯ省エネ・省ＣＯ２２効果効果
５．各省ＣＯ２技術

ＣＡＳＢＥＥ 評価結果 改修によるＣＯ２排出量比較
(病院全体)

2500

年
) 2,337t-CO2/年

1500

2000

量
(t

-
C

O
2
/
年

換気設備

照明設備
CO2排出量
－１，１８０ t-CO2/年

500

1000

間
C

O
2
 排

出
量 1,157 t-CO2/年

空調設備

空調設備

換気設備

照明設備
オール電化工事

５０％
削減

建築物の環境評価 (ランク A) 大項目の評価(レーダーチャート)

0

既設 改修後

年
間 空調設備

次 ネルギ 換算消費量
Ｂ＋ ⇒  Ａ

一次エネルギー換算消費量
(病院全体)

60,000

/
年

)

49,921GJ/年
一次エネルギー量

30,000

40,000

50,000

ー
消

費
量

(G
J

30,807GJ/年

一次エネルギー量
－１９，１１４ＧＪ／年

10,000

20,000

30,000

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

３８％
削減

LR 環境負荷低減性
0

既設 改修後

一
次



12高効率空冷ヒートポンプ及びエコキュートへの更新効果高効率空冷ヒートポンプ及びエコキュートへの更新効果 ((システム総合システム総合))
５．各省ＣＯ２技術

更新後既設
ガス

冷房用温水
7℃/12℃

電気

ガスエンジン 180kW 排ガスボイラ
ガス吸収冷凍機

360RT
冷房用温水
7℃/12℃ 高効率空冷ヒートポンプ

50RT x 9台

7℃/12℃

暖房用温水
40℃/45℃

冷暖切替電気

ガスエンジン 180kW

暖房用温水
60℃

排ガスボイラ

温水吸収冷凍機
80RT

温水
85℃

給湯
60℃60℃

給湯用熱交

暖房用熱交

蒸気
0.78MPa

85℃

蒸気ボイラ

給湯
60℃

エコキュート 20HP x 5台 貯湯槽

1800

年
) 電気使用によるCO2発生量

年
給湯用熱交0.78MPa

500kg/h x 2
台 118

1200

1400

1600

(t
-
C

O
2
/
年

ガス使用によるCO2発生量
1647 t-CO2/年

CO2排出量
-907 ｔ-CO2/年

1,400

1,600

1,800

/
年

)

(100)

利用可能
エネルギー

1,529
600

800

1000
2
 排

出
量

 
740 t-CO2/年

55%削減

907 ｔ CO2/年

５５％
削減

エネルギー

600

800

1,000

1,200

力
 (
M

W
h/

(100)

(58)

利用可能
エネルギー

有効利用

1,705
(39)

740

0

200

400

既設 改修後

年
間

C
O

2 削減

200

400

600

熱
出

力

(67)
有効利用
エネルギー

有効利用
エネルギー658

986
442

(45)

既設コジェネ排熱利用状況  有効利用 60%程度
(負荷のアンバランスによる)

コジェネ関係機器改修によるCO２ 削減

既設 改修後温水 蒸気

13照明関係照明関係COCO２２削減機器の採用削減機器の採用

照明関係 CO2削減機器の採用
(1) 通常の蛍光灯を初期照度補正型に更新

(2) 高輝度型誘導灯の採用

避難口および通路の誘導灯を高輝度型
誘導灯にリニューアル

350

400 待合室のダウンライトをLED 照明に変更

病棟廊下(5～9階）廊下の照明変更

階段通路の誘導灯の人感センサー適用

トイレ内照明の人感センサー適用

誘導灯を蛍光型誘導灯から高輝度誘導灯に更新

348 ton-CO2/年348t-CO2/年

250

300

n
-
C

O
2
/
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誘導灯を蛍光型誘導灯から高輝度誘導灯に更新

照明器具を省エネタイプに変更

200ton-CO2/年
47%削減57%削減

既設誘導灯 新設誘導灯

(3) 先進的なＬＥＤ照明へのリニューアル

待合ホールのコンパクト蛍光灯ダウンライトを
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148t-CO2/年

待合ホールのコンパクト蛍光灯ダウンライトを
先進的な高効率の 新型ＬＥＤ照明器具に更新
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2011年1月21日
第6回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成２０年度第２回

完了プロジェクト紹介

国 交通省 平成 年度第 回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

家・街まるごと家・街まるごと
ネ ギ ネジメ トシ ムネ ギ ネジメ トシ ムエネルギーＥＣＯマネジメントシステムエネルギーＥＣＯマネジメントシステム

パナホーム株式会社 天野 至康パナホ ム株式会社 天野 至康

パナソニック電工株式会社 川勝 正晴

東京ガス株式会社 木戸 千穂東京ガス株式会社 木戸 千穂

家・街まるごと
ｴﾈﾙｷﾞｰECOﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

エネルギーＥＣＯマネジメントシステムのねらいエネルギーＥＣＯマネジメントシステムのねらい

戸建住宅のエネルギー消費による年間ＣＯ２発生量（全体約２．８ｔ/年）

8%

ＣＯ２排出の低減には①冷暖房といった建物断熱遮熱
での省エネ ②家電、住宅設備といった機器の省エネ

③生活者の住まいかた 使いかた

建物本体
断熱

生活者の
省エネ意識

8%

30%

30%

家電

調理

③生活者の住まいかた、使いかた、
エコ意識の浸透 が重要なポイント。

ｴｱｺﾝ
省ｴﾈ 家電の

省エネ

16%

住宅設備

給湯

冷暖房

そこで

16%
16%給湯

●生活者にわかりやくエコロジカルな生活を送ってもらうためのハードの取り組み

●家族参加意識を育む ネジ ト啓発 取り組み

そこで

●家族参加意識を育むエコマネジメント啓発の取り組み

●団地や地区単位でのエコロジー意識向上の取り組み

次世代 ＥＣＯマネジメントシステムを提案し次世代 ＥＣＯマネジメントシステムを提案し

省ＣＯ２技術の幅広い普及を目指します



省ＣＯ省ＣＯ２２設備システム設備システム⇒⇒創エネ＋エネマネ創エネ＋エネマネ

コンセプト： 家庭からの“ＣＯ２±０（収支ゼロ） ”をめざして

特 徴： Ｗ発電システム プラス Ｗ発電対応のエネルギーまるごと見える化特 徴： Ｗ発電システム プラス Ｗ発電対応のエネルギ まるごと見える化

●太陽光発電と燃料発電の
Ｗ発電対応ＥＣＯマネシステム

●太陽光発電システム

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓﾆﾀｰ

●燃料電池

大画面ﾃﾚﾋﾞでﾓﾆﾀｰ表示

パナホーム、東京ガス、パナソニック電工との共同提案・連携による
エネルギーマネジメント住宅の実現

■ＥＣＯマネモニタ 省エネ 創エネを見やすく わかりやすく表示

省ＣＯ省ＣＯ２２設備システム設備システム⇒⇒エネマネエネマネ

買電気

ソーラ－発電量

燃料電池発電量

ガス使用量

水道使用量

家庭エネルギ

消費エネルギー目標達成でペンギンが喜
び、未達成では氷が減り、未達成が続くと

ＣＯ２排出量

■ＥＣＯマネモニター：省エネ・創エネを見やすく、わかりやすく表示。

燃料電池発電量 家庭エネルギー

全て表示

び、未達成では氷が減り、未達成が続くと
やがてペンギンが海に沈む。 ＣＯ２排出量

発電による売電力量の表示

時間毎のエネルギー源ごとに
ＣＯ２排出量 削減量 表示

今現在の発電量と消費量、
売電量 を表示

今現在の発電量と消費量、売電量
を表示ＣＯ２排出量、削減量 表示 売電量 を表示 を表示



省ＣＯ省ＣＯ２２啓発システム啓発システム⇒⇒省エネコンサルティング省エネコンサルティング

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
電工ｻｰﾊﾞｰ

省エネコンサルティング
データ分析・見える化し、３ヶ月毎各邸へペーパー配布

1.8
平均

コンサル① 各邸での消費分析
計３０棟

デ タ ﾈ ｷﾞ

1.2

(kWh) コンセント

照明

空調

その他

平均 データ
ダウンロード

ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾃﾞｰﾀ

0.6
ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾃﾞｰﾀ

ＬＤＫ：１日平均の時刻ごと電気消費

0
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22(時)

コンサル② 他世帯とのＣＯ 収支比較

ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾃﾞｰﾀ

6

7

8
コンサル② 他世帯とのＣＯ２収支比較

ｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞｰﾀ
・PV、FC発電量

C給

3

4

5
・FC給湯量
・ガス消費
・回路毎電気消費

全世帯 ＣＯ２収支

1

2

2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6
太陽光搭載量（kW）

家族人数

家・街まるごと
ｴﾈﾙｷﾞｰECOﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

省ＣＯ省ＣＯ２２建物システム建物システム⇒⇒パッシブ技術パッシブ技術

【特徴】
２階へ夏涼しい床下空気を送風することで 室温低減

● 夏季床下冷気の２階室導入⇒涼換気ファン

２階へ夏涼しい床下空気を送風することで、室温低減
さらに気流による快適性を追求。

床下へ２階用 涼換気
ファン本体設置

【効果】
①2階主寝室の温度を1℃から2℃低下

●日射取得 遮蔽制御⇒F ll Wid 開口システム

①2階主寝室の温度を1℃から2℃低下
②夏季寝室冷房負荷は702MJから556MJへ約20％低減

●日射取得・遮蔽制御⇒Full Wide開口システム

【特徴】
四季に応じ太陽光の導入と遮蔽を制御

夏季：日射遮蔽

中間季：
屋外との一体化

【効果】

年間総冷暖房負荷を24161MJから23529MJへ
2 6％低減

冬季：日射取得

●床下空気を活用⇒ハイブリッド換気システム

2.6％低減

【特徴】

１階のリビングへは外気を直接導入せずに、冬暖かく夏涼しい床
下のベース空間を通して新鮮な空気を導入。

【効果】
①CASBEE 自然エネルギー利用レベル３（冷房エネルギー10％削減）



エネルギーＥＣＯマネジメントエネルギーＥＣＯマネジメント 導入技術導入技術
太陽光発電 燃料電池フルワイドサッシ物件外観

ライフィニティＥＣＯマネシステム換気システム、２階涼換気ファン ライフィニティＥＣＯマネシステム換気シ テ 、 階涼換気ファン

外からスイッチ（エアコンや照明機器）

省ＣＯ省ＣＯ２２モデル事業採用住宅・エネルギーデータ取得モデル事業採用住宅・エネルギーデータ取得

分譲１０棟、請負２０棟で実施。平均家族数３．３人、平均太陽光発電搭載３．５ｋW

Ｈ２２年２月よりデータ取得、Ｈ２３年１月から全邸３０棟データ取得

データ分析“Ａ邸”

デ タ分析“Ｂ邸“データ分析 Ｂ邸



エネルギーデータエネルギーデータ 解析事例解析事例

ＥＣＯマネシステムにより創エネ・消費電力（部屋毎回路毎：照明、空調、コンセント、
テレビ等）を測定し、データダウンロード。

時間毎 創エネ 消費エネルギ 時間毎 回路毎消費エネルギ時間毎 創エネ・消費エネルギー 時間毎 回路毎消費エネルギー

５月１３日（晴天）

1000

2000
Ｗｈ

800

1000
ﾘﾋﾞﾝｸﾞｴｱｺﾝ 寝室ｴｱｺﾝ
洋室1ｴｱｺﾝ LDK照明
LDKﾃﾚﾋﾞ ＩＨ
食器洗い乾燥機 冷蔵庫
ｷｯﾁﾝｺﾝｾﾝﾄ LDKｺﾝｾﾝﾄ

Wh ８月３日（平日）

0

1000
その他家電消費

燃料電池発電

600

800 ｷｯﾁﾝｺﾝｾﾝﾄ LDKｺﾝｾﾝﾄ
洗濯機

-2000

-1000
空調消費

照明消費 電気消費に
連動して燃料
電池が発電 200

400

-3000 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22時

太陽光発電

１０月２９日（曇天）
2000

Ｗｈ

0
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22時

1000
８月２６日（休日）Wh１０月２９日（曇天）

0

1000 その他家電消費

600

800

８月２６日（休日）Wh

-1000

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22時

燃料電池発電

400

600

-3000

-2000
電気消費に
連動して燃料
電池が発電

太陽光発電は
晴天時の約１/３

空調消費

照明消費

0

200

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22時

ＣＯＣＯ２２収支実測と試算との差異検証（神奈川県Ａ邸）収支実測と試算との差異検証（神奈川県Ａ邸）

各月において排出ＣＯ２量（消費）に対し、削減ＣＯ２量（創エネ）が上回るＣＯ２マイナスを達成。
試算では、ほぼ収支±０に対し、実邸では太陽光発電が多く、電気消費が少ない事に起因。
創エネ無し住宅と比較し、消費が少なく太陽高発電の多い５、６月で大幅な省ＣＯ２効果あり。

10

15

ｋｇ-ＣＯ２

/日

創 ネ無し住宅と比較し、消費が少なく太陽高発電の多い５、６月で大幅な省ＣＯ２効果あり。

0

5

Ａ邸実測

▲ 5

0
２月
ｽﾀｰﾄ

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月立地：神奈川
ＰＶ：４．５ｋW
ＦＣ：１ｋＷ

▲ 15

▲ 10
日収支 創エネ無

創エネ効果

5

10
ｋｇ-ＣＯ２

/日

0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

Ａ邸試算
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

▲ 10

▲ 5
［排出］電力消費（kgCO2）

［排出］ガス消費（kgCO2）

［削減］燃料電池発電（kgCO2）

［削減］太陽光発電（kgCO2）



ＣＯＣＯ２２収支実測と試算との差異検証（埼玉県Ｂ邸）収支実測と試算との差異検証（埼玉県Ｂ邸）

各月において排出ＣＯ２量（消費）に対し、削減ＣＯ２量（創エネ）が下回りＣＯ２プラス。
試算とほぼ整合。屋根形状制約で太陽光発電搭載量が若干不足。
創エネ無し住宅と比較し 消費が少なく太陽高発電の多い５ ６月で大幅な省ＣＯ２効果あり

ｋｇ-ＣＯ２

/日

創エネ無し住宅と比較し、消費が少なく太陽高発電の多い５、６月で大幅な省ＣＯ２効果あり。
10

Ｂ邸実測
0

5

創エネ効果

立地：埼玉
ＰＶ：３．２ｋW
ＦＣ：１ｋＷ

▲ 5

0
５月
ｽﾀｰﾄ

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

１１月

１２月

日収支 創エネ無

10

▲ 10

ｋｇ-ＣＯ２

/日
5

10

Ｂ邸試算
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

0
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

［排出］電力消費（kgCO2）

［排出］ガス消費（kgCO2）

［削減］燃料電池発電（kgCO2）

［削減］太陽光発電（kgCO2）
▲ 10

▲ 5

現在までの進捗状況まとめ・今後の展開現在までの進捗状況まとめ・今後の展開

省ＣＯ２モデル事業住宅採択数３０棟全て建設が完了し、Ｈ２３年１月からは全棟でエネルギー
データ取得し、コンサルティング実施予定。中間検証時点であるが、コンセプトである”ＣＯ２±０
（ゼロ）”を予定とおり達成できている邸も出てきている 年間での効果検証を継続してゆく

実施項目 Ｈ２２年度実績 Ｈ２３年以降予定

（ゼロ） を予定とおり達成できている邸も出てきている。年間での効果検証を継続してゆく。

省ＣＯ２モデル事業
住宅建設

採択数３０棟全て完成
Ｈ２１年度１４棟 Ｈ２２年度１６棟
中間完了報告完了

ー
中間完了報告完了

エネルギーデータ取得 ３０棟中２７棟取得開始、残り３棟
はＨ２３年１月開始

Ｈ２３年１月より
３０棟全邸で実施。年 月開始 棟 邸 実施。

省エネルギー

コンサルティング配布

Ｈ２２年４月４邸、７月１３邸、
１０月１３邸実施

Ｈ２３年１月１９邸
４月より３０棟全邸で実施コンサルティング配布 １０月１３邸実施。 ４月より３０棟全邸で実施。
各邸で３年間実施。

邸別ヒアリング Ｈ２２年１棟実施 Ｈ２３年度４地域で８棟実施邸別ヒアリング Ｈ２２年１棟実施 Ｈ２３年度４地域で８棟実施
予定。

効果の検証 月毎邸毎にＣＯ２収支を検証。特 １２ヶ月データ検証。各邸で３効果の検証 月毎邸毎にＣＯ２収支を検証。特
に中間期では想定とおりＣＯ２マイ
ナス邸が多く発生。

１２ヶ月デ タ検証。各邸で３
年間継続。
コンサル効果も検証



2011年1月21日
第6回住宅・建築物の省ＣＯ２シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成２１年度第２回

完了プロジェクト紹介

大林組技術研究所大林組技術研究所 新本館新本館

国 交通省 平成 年度第 回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

大林組技術研究所大林組技術研究所 新本館新本館
省ＣＯ省ＣＯ 推進計画推進計画省ＣＯ省ＣＯ２２推進計画推進計画

株式会社株式会社 大林組大林組株式会社株式会社 大林組大林組

１．計画概要 知的生産性向上と省ＣＯ２を両立する創造拠点

けやき通り

計画地
けやき通り

自然林を残す

▲ 清瀬駅

首都圏郊外の立地

緑地帯けやき通り 緑地帯けやき通り

●施設概要
・計画地：東京都清瀬市下清戸
敷地面積 69 401 2・敷地面積：69,401m2

・建物用途：研究所（事務所）
・構造：鉄骨造、免震（ｽｰﾊﾟｰｱｸﾃｨﾌﾞ制震構造）
規模：地上3階 塔屋1階

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

・規模：地上3階、塔屋1階
・延床面積：5,535m2



２．環境性能

CASBEE Ｓ BEE ７ ６

用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1 建物概要 1-2 外観

CASBEE-新築（2008年版） CASBEE-NC_2008(v.3.4)
新築 評価結果

CASBEE-Ｓ BEE=７．６

1 1　建物概要 1 2　外観

建物名称 （仮称）大林組技術研究所新本館新築計画 階数 地上3F

建設地 東京都清瀬市 構造 S造

用途地域 準工業地域、準防火地域 平均居住人員 168 人

気候区分 地域区分Ⅳ 年間使用時間 2,500 時間/年

建物用途  事務所, 評価の段階 竣工段階評価 外観パース等

竣工年 予定 評価の実施日 2010年8月2日 図を貼り付けるときは

敷地面積 12 660 ㎡ 作成者 柳内伸介 シートの保護を解除してください

2010年9月

敷地面積 12,660 ㎡ 作成者 柳内伸介 シートの保護を解除してください

建築面積 3,371 ㎡ 確認日

延床面積 5,535 ㎡ 確認者

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

7.6
5

Q2 サービ

ス性能

S: ★★★★★ A: ★★★★ B+: ★★★ B-: ★★ C: ★

建設 修繕・更新・解体 運用

BEE = 

1

2

3

4
Q3 室外環

境

(敷地内)

LR3 

敷地外環

境

LR1 

エネル

ギー

Q1

室内環境7.691

50

100

環
境

品
質

Ｑ

S A B+

B-

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

S: ★★★★★ A: ★★★★ B : ★★★ B : ★★ C: ★

0 40 80 120 160

100%

67%

参照値

評 価
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2-4　中項目の評価（バーチャート）

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般的な

建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2排出量の目安で示したも

のです。
LR2 資源・

マテリアル
12

0 50 100

0

環境負荷 L

C

省エネ性能（削減率）

PAL 35 9% ERR 42%

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

PAL=35.9% ERR=42%

３．ＣＯ２削減効果

一般事務所ビルとのＣＯ２排出量の比較（試算値）

100％

一般事務所 537［ton］般事務所
ビル 97［kg-CO2/m2・年］

537［ton］

45％
省エネ創エネ

10％ 45％

新本館
238［ton］

43[kg-CO2/m2・年]

コージェネ設備
19［ton］

太陽光発電設備
52［ton］

0 100 200 300 400 500 600

カーボンオフセット 風力発電設備
0.2 ［ton］

ＣＯ２削減率 ５５％

[ton－CO2／年]

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画



４．省ＣＯ２への取組み カーボンマイナスプログラム

マネジメントマネジメント

ソフト：省CO2環境活動を
促進する仕組みの整備

ハード：実効性の高い技術の採用

マネジメント
システム

（環境活動）

マネジメント
システム
（管理）

アクティブ
システム

パッシブ
システム

オフィス自然換気による
省ＣＯ２活動支援システム

見える化

ＢＥＭＳによる

最適管理

コミッショニング

潜熱顕熱分離型
パーソナル放射新空調システム

地中熱利用ヒートポンプ

エコロジカル
ルーフシステム

ペリバ フ 見える化システム

情報発信
プロモーション

ッシ ング
によるフィードバック井水ハイブリッドシステム

中温冷水潜熱蓄熱システム自然換気システム

ペリバッファシステム

などなどなど

ＩＣタグによる
新照明・空調システム

など

自然水利用システム

負荷自体を 新技術 運 管理 環境活動負荷自体を
まず削減

新技術で
削減

運用管理で
削減

環境活動
支援で削減

ＣＯ 削減率最高水準５５％の実現へ
さらなる

2010年

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

ＣＯ２削減率最高水準５５％の実現へ 省ＣＯ２
2010年

５．省ＣＯ２技術マップ

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画



ジカルル フシステム

６．パッシブシステム(1)

エコロジカルルーフシステム

太陽光発電パネル

遠隔開閉式ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

太陽光発電1500m2

遠隔開閉式ﾄｯﾌ ﾗｲﾄ

昼光量対応
自動点灯照明器具
（夜間・曇天時用）

換気スリ ト

ペリバッファシステム

ハイサイドライト
換気スリット
冬：熱回収再利用
夏：排熱

ペリバッファシステム

①大庇
②Low-eガラス②Low-eガラス
③縦庇
（プリントガラス）

④ｲﾝﾅｰﾗｲﾄｼｪﾙﾌ
⑤ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
⑥エアバリア

エア
バリア

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

エアバリア
⑥エアバリア

自然換気システム

７．パッシブシステム(2)

自然換気システム
排気

置換換気

給気給気
ｽｲｯﾁ

自然水利用システム

打ち水ペーブ

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

打ち水グラスパーク



８．アクティブシステム(1)

潜熱・顕熱分離型パーソナル放射新空調システム/ＩＣタグによる照明・空調新制御システム

放射・対流によるタスク空調

指向性を持たせた床吹出し口

26℃程度 気流方向

指向性を持たせた床吹出し口

28~30℃

27~28℃ タスクパネル

パーソナル

斜め60°
に吹出し

15℃中温冷水

ソナル
床吹出し口

※温席分布はイメ ジです

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

※温席分布はイメージです

地中熱利用ヒ トポンプ 井水 イブリ ドシステム

９．アクティブシステム(2)

地中熱利用ヒートポンプ～井水ハイブリッドシステム

ボアホールの施工
高熱伝導性
充填材充填材

潜熱蓄熱材を用いた新しい中温冷水蓄熱システム

潜熱蓄熱槽温度分布潜熱蓄熱材

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

潜熱蓄熱槽温度分布潜熱蓄熱材



●地中熱利用ヒ トポンプシステム 井水ハイブリ ドシステム

１０．空調システムの有機的統合

●潜熱蓄熱材を用いた新しい中温冷水蓄熱システム

離 パ 放射新空
●ＩＣタグによる照明・空調新制御システム

●地中熱利用ヒートポンプシステム・井水ハイブリッドシステム

凡例
●潜熱・顕熱分離型パーソナル放射新空調システム

再生用 ﾏｲｸﾛｺｼﾞｪﾈ排熱利用空冷
冷温水

地中熱源
水冷冷温水

：OA・SA
：RA・EA
：冷水
中温冷水

凡例

密閉式
冷却塔

再生用
ＲＡ 放出

空調用ＯＡ

デシカント外調機

冷温水
チラー

水冷冷温水
チラー

：中温冷水
：冷却水
：高温水

冷却塔 空調用ＯＡ

冷水槽

熱交換器

夏期ナイトパージ
冬期ホワイエで利用

中温
冷水槽

外気
（外気冷房用）

ハイサイドライト

熱交換器
熱
交
換
器 ＲＡ

ペリバッファ
井水槽

冷温水
コード

ＲＡ

空
調
機

ロ
ー
カ
ル タスクパネル

ペリバッファ

ＯＡフロア
井
戸

床吹出

中水槽へ
ボ
ア
ホ
ー

機
大温度差高顕熱型

床埋込ＦＣＵ( )

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

戸
熱交換器ー

ル

１１．マネジメントシステム

ネジメントシステムの整備

参 加 見える化
マネジメント
（ソフト面）

マネジメントシステムの整備

123
12345
123

kg

kW

マネジメント
（ハード面）

省ＣＯ２情報の発信

123
123
12

m3

kg

本

ハード/ソフト・設計から運用まで トータルマネジメント

大林組技術研究所 新本館 省ＣＯ2推進計画

利用者/地域/社会への波及効果


